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会報 第17号発行                                             平成26（2014）年1月1日（水） 

 

 

おめでとうございます・今年もよろしくで～す!! 

                    
理事長 長谷川 昭次  

 新年あけましておめでとうございます。昨年中はご支援・ご協力誠に有難うございました。 

本年もどうぞよろしくお願いいたします。････とご挨拶申し上げまして、さて本年の活動はと言う

事になります。それを見通すようにして会報を作成し、皆様の手元にお届けしたいと思います。 

 そこで本年の活動は、どのような見通しになるのか。その見通しの 1 つには〔学校や児童生徒

への掃除実習の指導〕がありましょう。2 つには〔掃除を中心とする地域への貢献〕がありましょ

う。そしてもう 1 つは〔掃除による自己研修や研鑽
けんさん

〕がありましょう。 

 これらについて、昨年の活動を例に上げながら、新年の見通しを立てる基にして見たいと思いま

す。 

1.〔掃除による自己研修や研鑽〕 

 ◎その救いの神はトイレ掃除 

 私はよく家内と口論をしておりました。例えば、トイレが汚れている掃除しておきな!「私掃除

しているわよ」奥の方があんなに汚れていては掃除した事にならない!「じゃあなた掃除してよ」

俺はしない、家のトイレは!「学校や他所のトイレは掃除しているのに、どうして」と。言われれ

ば言われる程、意固地になって掃除しなかった。この口論は家の中の他の事にも波及して行って、

2 人の仲は険悪な物になりつつあったのです。 

 そのような或る日、私はふと思い出したのでした。全国の掃除仲間の方で T と言う方の事を。

その方は背丈 90 センチ前後手も足も短く、全く不自由に見える。でもその方は言うのです。『今

朝も４時に起きて、私トイレ掃除を済ませてから飛行機に乗り、ここへ来たのよ』と。言いながら

尿漉しを胸に抱えるようにして、せっせと磨いていたのでした。聞く所によると毎朝必ずトイレ掃

除をしているとの事。 

 私は我が家のトイレ掃除を忽然と始めた。そして毎日続ける事にした。その事を家内に伝える事

もしなかった。その必要も感じなかったのである。 

 続けて数カ月して気が付いた、家内との口論が無くなって来ている事に。続けて１０カ月も立つ

今、口論どころか、感謝の念が、そして家内に対する愛おしさが、ひとしお湧いて来ているのであ

る。全く不思議な現象である。 

 このような現象は、人によって又環境によって、その現れ方が違って来る事でありましょう。そ

れにしても鍵山相談役の提唱される“日々これ掃除”と言う事の体得とは、このような事なのかと、

うなずけるのである。                          
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2.〔学校や児童生徒への掃除実習指導〕  

 掃除実習の指導を、学校側から頼まれた場合、普通は代表世話人を中心とする掃除に学ぶ会の世

話人さん達が指導する。しかし次の例はそれを会社の社員さん達が指導して来ている。しかも数多

くの学校で、数多くの要望を受けて。これを可能にしているものは、行き帰りのバスの中での掃除

実習指導の事前研修と事後反省が大きく作用しているのではないかと思えてならない。 

          

           『大里綜合管理（株）山武掃除に学ぶ会 』  

 

山武掃除に学ぶ会 山本三男 

 山武掃除に学ぶ会では、年間に 8 校から 10 校の小中学校でトイレ掃除の実習を指導させてい

ただいています。お手伝いの理由は「小学校の卒業記念に是非今までお世話になった学校の恩返し

を込めて掃除をしたい」「何年も続け学校の伝統にしたい」などの理由で、学校から直接依頼され

ての事です。 

 トイレ掃除をすることで、母校に対する愛情を涵 養
かんよう

し、ボランティア精神を培う。またこのボ

ランティア活動を通して、地域への奉仕の精神へつなげるとともに、学校伝統行事に育てあげる。

という学校の目的で各学年としては①トイレ掃除に取り組む活動を通して、清掃する際の心構えを

講師から学び、日常の清掃活動をより充実させる。②講師に対する礼儀正しい態度を考えさせ、積

極的に清掃活動を行わせる。③個々の分担を確実に行わせることにより、責任感を育む。④トイレ

磨きは、心磨き。これらが T 中学校からの依頼事項です。 

 この学校からは毎年頼まれている事ですが､開閉会式はすべて生徒が進行し全体を 3 時間で終わ

らせるようにしています。生徒の感想は次のような内容です。 

 山武掃除に学ぶ会の特徴としては、各学校の掃除が終わる閉会式で必ずお礼に日頃会社内で歌っ

ている歌を合唱させて頂いている事です。又帰り車中（会社のマイクロ）で反省会を行い、今後の

活動につなげている事です。 

    

良い感想文は、良い掃除実習指導の結果による事が多い。次の２編の感想文は、社員さ

ん達の良い指導の賜物であるとも言える物である。 

 

1. 掃除に学ぶ会を終えて             

 一年 谷 愛利子 

 今日、私は、人生で、はじめて、手袋をつけずに、トイレ掃除をしました。私ははじめ手袋をつ

けたいなと思っていましたが、どうせやるなら、つけないと決めました。しかし、いざやろうとす

ると、トイレをさわることにとまどいました。けれど、同じ班の人達が、手を入れていくのを見て、

頑張ろうと思い、手をいれました。 

 掃除をしているうちに、はじめ気になっていた手のことなどすっかり忘れて、掃除に夢中になっ

ていました。掃除をしているうちに、たくさんのコツなども学びました。タワシは上下に動かすと、

タワシにくせがつくので円をかくようにこする。雑巾は、横にしぼるのでなく、先を持って縦にし

てしぼる。など、どれも次に掃除する時に役に立つことばかりです。だんだんコツをつかむと、掃

除のペースが早くなってきて、楽しくなりました。そしてもっと掃除をしたい。という気持ちが自

然に出てきました。この時私は、はじめの自分とはまったく逆の自分になれた事に気づきました。 

 楽しい掃除は、あっというまに終わってしまいました。最後にトイレ全体を見ると、入って来た

時よりも、まったく別のトイレがあるように見えました。班の皆で協力して掃除をしたかいがあっ

て、良かったと思います。掃除の後のカレーは、とてもおいしかったです。 

 私は、今日、少し自分が大きくなったと思います。トイレ掃除は、日頃から使っている、トイレ

への感謝の気持ちと気付きました。これからも、トイレはもちろん、家のすみずみまでしっかりと、

感謝しながら掃除をしていきます。そして今日、すごく貴重な体験ができて、本当に、よかったと

思います。またいつかやりたいです。 
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2. 掃除に学ぶ会を終えて 

一年 浅川 紀里 

 私は、掃除ということはあまり好きではありませんでした。まして、今日は学校のトイレを掃除

すると言う事でした。 

 トイレというのは毎日使うものです。掃除する前に「掃除させて頂きます。」とトイレに言いま

した。なんでそんなことを言うんだろうと思いましたが、掃除していくうちにこんなにきれいにな

るんだと思い、最後までしっかり磨こうと思いました。結構汚かったトイレはみためじゃなくて、

手でさわるとヌルッとしたりして、こんなに汚いんだと思い掃除しました。終わると、とても気持

ちがすがすがしくなり、またやりたいと思いました。 

 なぜトイレを掃除するか、というと、日頃の生活態度がかわるからだと思います。それから、自

信につながってくるからだと思います。このトイレは私が掃除をした。掃除するだけで心がきれい

になったと思います。 

 自分の家のトイレは、家族の人が掃除してしまいます。これからは自分から率先して掃除をし、

自分の心を磨き、周りの人から、尊敬される人になりたいと思いました。 

 今日のトイレ掃除で学んだ事、それから日頃の生活を変えていくなど、自分で出来る事をし 

っかりとやって行こうと思いました。トイレ掃除から学んだ事を自分の経験にし、今日の事を忘れ

ずに毎日を過ごそうと思いました。とてもいい経験を有難うございました。 

 

3.〔掃除を中心とする地域への貢献〕 

 この貢献には、各地域各会社の実践がそれぞれありましょう。 

次の会社の例は、とても広範囲でしかもその地域との交流や呼びかけも行っていると言う点で特長

的とも言えるものであります。 

         

      『大里綜合管理（株）クリーン活動について』  

 

      大里綜合管理株式会社 橋本 久栄 
大里綜合管理（株）では、日本を美しくする会、千葉を美しくする会より教えをいただき、山武掃除に学ぶ会をた

ちあげて今日に至っています。毎日の会社の環境整備、トイレ掃除はもちろんの事、私達が日頃お世話になっている

駅、道、海の清掃を月に一日、日を定めて行い、個人の感謝、気付きの訓練はもちろん、地域の方達に呼びかけ、交

流し、みんなで環境美化を心がけるようにしています。 

 

 ◎クリーンステイション（毎月1日6:00～冬季は7:00 になることも・雨天中止）自分達が利用する駅、もしくは   

自宅の最寄り駅を掃除しています。今は大網駅、福俵駅、東金駅、求名駅、成東駅、日向駅、松尾駅、茂原駅、新 

茂原駅、永田駅、本納駅、八積駅、一宮駅の13の駅で実施しています。               

         （H25年  開催13 駅×10 回  のべ288人参加） 

 

◎クリーンロード （毎月7 日・雨天中止） 

  私達が良く使う道を中心に、その道の沿道にある店舗、又は住民の方に呼びかけ、みんなで清掃活動をしています。

自分のお店の周りだけではなく、違うお店の周りも他のお店の職員さんと一緒に掃除をするようにし、交流を心が

けています。 

 ・白里クリーンロード 7 日7:00～セブンイレブン南今泉店集合 

 ・増穂クリーンロード 7 日7:00～小高モータース（コバック）駐車場集合 

 ・大網クリーンロード 7 日8:00～夢庵大網店駐車場集合 

       （H25年 開催3か所×11 回 述べ459 人参加） 

 

◎クリーンビーチ （毎月第二土曜日 7:00×雨天中止） 

  最寄りの海岸を地域の方達や海を利用する方に呼びかけ海岸清掃をしています。今は成東本須賀海岸、九十九里片

貝中央海岸、大網白里中央海岸、白子古所海岸、一宮海岸の五つの海岸で実施しています。   

       （H25年 開催5海岸×10 回 のべ187 人参加） 

 みんなの力を寄せ合って、よりよい街をつくりたいと思っています。 
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各地区掃除に学ぶ会の活動 
（平成25 年1 月から12 月まで） 

 

開催日 開催場所 開催地区 

1 月21 日(月) 千葉県立成田国際高校 印旛掃除に学ぶ会 

1 月26 日(土) 千葉県立成田国際高校 印旛掃除に学ぶ会 

3 月5 日（火） 山武市立睦岡小学校 山武掃除に学ぶ会 

3 月12 日（火） 旭市立琴田小学校 山武掃除に学ぶ会 

3 月12 日（火） いすみ市立浪花小学校 山武掃除に学ぶ会 

3 月23 日(土) 浦安市立日の出中学校 京葉掃除に学ぶ会 

3 月30 日（土） 船橋市立海神南小学校 日本企画株式会社 

4 月23 日(火) 成田市立前林小学校 印旛掃除に学ぶ会 

5 月30 日（木） 山武市立山武南中学校 山武掃除に学ぶ会 

6 月1 日（土） 県立佐倉南高校 印旛掃除に学ぶ会 

6 月14 日（金） 山武市立成東中学校 山武掃除に学ぶ会 

6 月18 日（火） 香取市立府馬小学校 印旛掃除に学ぶ会 

7 月9 日（火） 旭市立旭中央小学校 山武掃除に学ぶ会 

8 月3 日(土) 富里市立富里北中学校 印旛掃除に学ぶ会 

8 月3 日（土） 市原市立双葉中学校 上総掃除に学ぶ会 

9 月21 日（土） 船橋市立市場小学校 日本企画株式会社 

10 月8 日（火） 市原市立湿津中学校 上総掃除に学ぶ会 

10 月12 日（土） 船橋市立行田西小学校 日本企画株式会社 

10 月19 日(土) 印西市立印旛中学校 印旛掃除に学ぶ会 

11 月8 日（金） 旭市立干潟中学校 山武掃除に学ぶ会 

11 月21 日（木） 麗澤大学 道経熟 日本企画株式会社 

11 月30 日（土） 富里市立富里中学校 印旛掃除に学ぶ会 

12 月2 日（月） 富里市立富里小学校 印旛掃除に学ぶ会 

   

年が明けてすぐの活動の事は、事務局或いは各地区掃除に学ぶ会にお尋ね下さい。 

 

 
編集後記 

 

◎本年度の活動はと言う事で、大里綜合管理株式会社の活動例を引き合いに出しながら述べたつもりです。 

 3 つの活動をそれぞれ見通したわけでございますが、これらの活動をNPO 法人千葉を美しくする会が行って  

行くわけではありません。それは言わずもがなで、東葛・京葉・上総・山武（大里綜合管理株式会社）、印旛、

日本企画株式会社の掃除に学ぶ会が実施して行く物でございます。あくまでもNPO 法人千葉を美しくする会

は支援や助成をさせてもらう立場でございます。 

◎“慰安婦問題の核心”の冊子同封については、別添記事後半に記されているような思いからです。そこには

次のように記されています。「次世代の日本人が歪 曲
わいきょく

された歴史認識が原因で委縮してしまうようなことは

あってはならない」と。私共NPO 法人日本を美しくする会・全国各地区掃除に学ぶ会も、学校のトイレ掃除

実習指導を通して、今の日本の社会を良くして、次世代を担う児童生徒達に日本の素晴らしさを認識しても

らい、誇りある日本を築いてもらいたい一心で活動しているわけでございます。 

◎それ故に虚偽のプロバガンダに対しては、しっかりと抗議して行かなくてはならないものだと思います。同

封の冊子が、手元でお役に立つ事を願っているのでございます。           記 : 石井和美 

                                          

 


